
　
１　総括

２　主な事業

  １ 会務運営と連絡調整

  ２ 地域福祉活動の推進

  ３ 在宅福祉サービスの実施

  ４ ボランティア活動の推進

  ５ 当事者活動の支援

  ６ その他本会の目的達成に必要な事業の実施

３　事業実績

報告

議案

に経験したことのない甚大な被害をもたらしました。本会では村からの要請により災害ボランティア

センターを立ち上げ、延べ421人のボランティアの方々に支援をしていただきました。

堂」を開始し、幼児から高齢者まで世代を越えた交流活動を支援してきました。同じく6月から買い

者弱者の方を対象に買い物支援事業を開始し、月１回買い物支援バスを運行してきました。台風19号

染症予防対策を図った上で事業の再開に取り組んでいく必要があります。

の被害や新型コロナウイルス感染予防のためいくつかの事業が中止・休止となりましたが、今後は感

会
務
運
営
と
連
絡
調
整

(1)会長、常務理事の業務執行状況について

令和元年度社会福祉法人嬬恋村社会福祉協議会事業報告

日　付

R1.5.24

組織運営体制の確立 村民の理解を得た法人運営の確立を目的とする理事会・評議員会の開催

理事会

事　　業　　内　　容事業名

R1.5.17 監査 監事２名による平成３０年度決算監査を実施。

  令和元年度の事業実施にあたっては、誰もが役割を持ち住み慣れた地域で暮らす「地域共生社会の

実現」に向けた取り組みとして、地域住民同士ささえあいながら生活できる地域づくりを目指し、村

から委託された嬬恋村生活支援体制整備事業を行政との連携を図りながら推進してきました。

　昨年10月に発生した台風19号は道路の損壊はもとより家屋の倒壊・流失、床上、床下浸水等今まで

　地域福祉事業では、共生型の居場所づくりと子供の貧困対策として、6月から「みんなの水曜食

　介護保険事業では、台風19号により休館を余儀なくされたり、訪問事業に支障をきたしましたが、

(1)平成30年度本会事業報告の承認について

利用者様の安全を最優先した送迎ルート確保や、訪問に取り組んできました。

　また、働き方改革に合わせ導入したICT（情報通信技術）によりサービスの向上や業務改善等が図

いてプラスとなるよう経営の安定化に努めていきます。

る支援に努めていきます。

理事出席１１名　　欠席１名　　　　監事出席２名

られ、通所・訪問事業とも前年を上回る収益を上げることができました。今後は全体の収支差額にお

ました。障がい者の福祉サービスをより安心して利用できるよう、関係機関と連携を図りながら更な

　障がい福祉事業については、6月から準備を始めてきた特定相談支援事業所を2月からスタートし
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日　付 事　　業　　内　　容事業名

(2)平成30年度本会会計決算の承認について　

(3)本会定款の一部改正について

(4)本会就業規則の一部改正について

(5)本会経理規程の一部改正について

(6)本会事務局規程の一部改正について

(10)本会運営規程（訪問入浴介護）の一部改正について

(11)本会訪問看護ステーション運営規程の廃止について

(12)本会理事候補者の推薦について

(13)本会評議員候補者の推薦について

監事出席２名

議事

(2)平成30年度本会会計決算の承認について　

報告事項

議事

議事

報告

会
務
運
営
と
連
絡
調
整

(1)本会会長、副会長および常務理事の選任について

(7)本会運営規程（通所介護）・運営規程（指定第1号通所事業）・身体障害者デ
イサービス（生活介護）の運営規程の一部改正について

(14)本会評議員選任・解任委員会委員の選任について

(17)本会評議員会の招集について

(9)障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律に基づく本会
（居宅介護・重度訪問介護）運営規程・（同行援護）運営規程の一部改正につい
て

(2)評議員候補者の承認について

(1)評議員の退任について

R1.5.27 評議員選任・

解任委員会

出席５名

評議員出席１６名　　　　欠席３名評議員会R1.6.10

(1)評議員補充選任について

理事出席１１名　　　　　欠席１名　　　　監事出席２名

理事出席８名　　　　　欠席４名　　　　　監事出席２名

(1)平成30年度本会事業報告の承認について

(4)本会理事及び監事の選任について

(8)本会運営規程（訪問介護）・運営規程（指定第1号訪問事業）等の一部改正に
ついて

評議員会 （書面議決）評議員１９名全員賛成

R1.6.11 理事会

(1)本会理事の選任について

理事会

(1)会長及び常務理事の業務執行状況について

(2)令和元年度上半期事業実績等について

議案

(1)本会指定特定相談支援事業運営規程の制定について

(2)本会給与規程の一部改正について

協議事項

(1)今後の事業運営等に向けた課題等について

(15)本会第三者委員の選任について

(16)本会評議員選任・解任委員会委員の招集について

(3)本会定款の一部改正について

R1.7.26 理事会 （書面議決）理事１１名　全員賛成

R1.10.31

(2)本会評議員会の招集について

(1)本会評議員選任・解任委員会委員の選任について

R1.8.5
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日　付 事　　業　　内　　容事業名

報告

監事出席２名

議事

(2)本会理事選任について

(2)災害ボランティアセンターの活動状況について

報告

報告

議案

(1)令和元年度本会資金収支補正予算について

(2)令和２年度本会事業計画について

(3)令和２年度本会資金収支予算について

(6)本会運営規程（訪問入浴介護）の一部改正について

会
務
運
営
と
連
絡
調
整

(3)本会給与規程の一部改正について
(4)本会運営規程（通所介護）・運営規程（指定第1号通所事業）の一部改正につ
いて
(5)本会運営規程（訪問介護）・運営規程（指定第1号訪問事業）等の一部改正に
ついて

協議事項

議案

R2.2.26 理事会 理事出席８名　　　　　欠席４名　　　　　監事出席２名

R2.3.18 理事会 理事出席１１名　　　　　欠席１名　　　　　監事出席２名

(7)副会長の選任について

(1)本会資金収支補正予算について

報告事項

(1)令和元年度上半期事業実績等について

(1)令和２年度事業計画案について

(2)日常生活自立支援事業実施について

(3)３月理事会・評議員会の予定について

(5)本会事務局規程の一部改正について

(6)本会運営規程（居宅介護）の全部改正について
(7)本会運営規程（通所介護）・運営規程（指定第1号通所事業）・身体障害者デ
イサービス（生活介護）の運営規程の一部改正について

(1)会長及び常務理事の業務執行状況について

(1)本会就業規則の一部改正について

(2)本会経理規程の一部改正について

R1.12.18 評議員会 評議員出席１２ 名　　　　欠席７ 名

(1)会長及び常務理事の業務執行状況について

議案

(1)本会経理規程の一部改正について

(2)評議員候補者の承認について

(6)本会評議員会の招集について

(2)本会資金収支補正予算について

(3)本会理事候補者の選定について

(4)本会評議員候補者の推薦について

(5)本会評議員選任・解任委員会の招集について

(4)本会定款の一部改正について

(4)社協の公用車の計画的な更新の方針について

(1)会長及び常務理事の業務執行状況について

R1.12.6 評議員選任・

解任委員会

出席５名

(1)評議員の退任について

R1.12.6 理事会 理事出席９名　　　　　欠席２名　　　　　監事出席２名
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日　付 事　　業　　内　　容事業名

議事

(1)令和元年度本会資金収支補正予算について

(2)令和２年度本会事業計画について

(3)令和２年度本会資金収支予算について

議事

寄付金

◇　地域福祉事業の推進

・平成28年度～平成32年度の５ケ年計画の実施。

・ホームページの公開

（台風のため延期）福祉バザー協力

⑤ボランティアセンターの運営

身障連合会、老人クラブ、手をつなぐ育成会、遺族会
ボランティア連絡協議会、すずらんの会（介護者の会）

要支援高齢者会

議
毎月１回

毎月１回要支援高齢者の情報共有を図るため、住民福祉課、地域包括支援
センター、長野原警察署生活安全課、社協で会議を実施。

村内で行われている各種ボランティア活動の定着を図るためコーディ
ネート機能を高め、活動への理解と環境整備の推進。

広報紙「ほほえみ」４・７・10・１月の年４回発行。

②地域福祉計画・活動計画の実施

会
務
運
営
と
連
絡
調
整

民生委員児童委員会定例会へ出席し各調査依頼、情報交換及び情報提
供を行う。

寄付金・物品

(8)本会運営規程（訪問介護）・運営規程（指定第1号訪問事業）等の一部改正に
ついて

(9)本会運営規程（訪問入浴介護）の一部改正について
(10)障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律に基づく本
会（居宅介護・重度訪問介護）運営規程・（同行援護）運営規程の一部改正につ
いて

(11)通所介護福祉車両のリース契約の締結について

関係機関との連絡調整

寄付金の採納 一般・チャリティー寄付金・物品の採納。

通年 1,370,319　円 物品５件　車椅子等

民生委員・児童

委員の定例会

(1)事務局長の任免について

③各種団体への協力及び助成

毎月１回

④広報・啓発活動

①会員制度の充実 一般会員　2,512　世帯　　　　　特別会員　64　名

(12)本会評議員会の招集について

評議員出席１４名　　　　欠席４名　　　　監事出席２名

通年

エコキャップ活動
アルファジャパンを通じて、「世界のこどもにワクチンを日本委員
会」の活動に協力。　　　　　808,830個　　ワクチン440.2人分

R1.9.3～9.10

３万円を限度に申請によりボランティアグループの活動補助。9団体

傾聴ボランティア
育成事業

群馬県長寿社会づくり財団と長野原・草津町社協と共催で傾聴ボランティ
アのスキルアップを図ることを目的に草津町総合福祉センターを会場に全
３回の講座を開催。
講師：山田豊吉氏他　　　嬬恋村からは８名参加

ボランティアの
登録・派遣

11月に延期になった社会福祉大会と介護予防講演会を三原の嬬恋会館
で実施予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
となる。　　　　講師：コント山口君と竹田君
演題　「ボケないためにボケまくる！笑いは元気の常備薬」

農村環境改善センターの体育館でボランティア連協主催のバザー中止。

映画上映会　  映画「あの日のオルガン」上映会中止。

ボランティアの登録者　430名
ボランティア保険  521名（うち260名は災害ボランティア）

社会福祉大会
介護予防講演会

R2.3.7
（中止）

・社協だよりの発行

ボランティア活
動推進事業

R1.11.10 社会福祉大会

R2.3.18 理事会

(4)本会定款の一部改正について

R2.3.28 理事会 （書面議決）理事１１名　全員賛成

評議員会R2.3.26

地
域
福
祉
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日　付 事　　業　　内　　容事業名

　　　　参加者　45名

⑥認知症カフェの開設

　「ほほ笑みカフェ」を開催

⑦講習会の開催

介護講習会

⑧結婚推進事業への協力　　　・ぐんま赤い糸プロジェクトに登録。

老人クラブ連合会と共催で各地区の公民館を会場に㈱GCCスタッフ

の脳若トレナーによる「介護予防教室」を1月～２月に開催。

⑩災害時要援護者支援・小地域ネットワークづくり

⑪消費生活相談事業 消費生活相談の窓口開設。

各地区の公民館でボランティアのみなさんがふれあいいきいき

サロンを開設。

子育て・高齢者・共生型・がんサロン　計15　サロン

　子育てサロン1・共生型サロン３・がんサロン1・高齢者サロン10ケ所

ふれあいいきいきサロンを広めるため、嬬恋村民生委員児童委員

会と共催で先進地視察研修を実施。

視察先　高崎市　（福）清光会　

　　　　コミュニティカフェ「一休さん」　　　参加者1６名

⑬共生型居場所づくり ６月よりお子さんを中心に、障害のある方、高齢者の方などが

　みんなの水曜食堂 気軽に集まれる共生型居場所として、「みんなの水曜食堂」を

開催。調理はボランティアに依頼。

日時：毎週水曜日　16：30～19：00（19：30クローズ）

場所：三原いきいき交流センター

料金：子ども100円（高校生まで） 大人　300円

事業事績は別紙の通り　資料1

演題：「腰痛予防体操について」

場所：嬬恋村社会福祉協議会　　　　　　　　参加者　11名
R1.12.6

R1.6.20 先進地視察研修

　社協では、保険の援助、各サロンへの支援・助成を実施。

　（３月は休止）

　R1.6月～R2.2月

浅間山ジオパーク推進協議会と長野原町、嬬恋村、長野原町社協

と共催で防災に対する住民意識を高めるきっかけづくりとして開催。

場所：嬬恋会館

　　　③講演「災害に備えるために」講師：日本防災士会群馬県支部

内容：①台風19号の被害、消防団対応　②災害ボランティア活動報告

R2.1.25 防災講座

で開催。「フレイル予防について」の講義と実技、歌声喫茶を実施。

R1.11.25

ボランティア連絡協議会と共催で交流会を大前活性化センター

講師：嬬恋村社会福祉協議会　大井志依　（フレイル予防）

群馬県内を５ブロックに分けてふれあいいきいきサロン研修会が行
われ令和元年度は長野原町で実施。
場所：長野原町住民総合センター　嬬恋からは15名参加

R1.10.10

講師：小諸市　歌声ボランティア　星野氏（歌声喫茶）

ボランティア
交流会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　46名

⑫ふれあいいきいきサロンの
支援・協力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　述べ参加者　152名

　平成25年度からの継続で災害時要援護者のマップ作りの見直しを村と民生委員さんと協働で実

　施。村内１１地区のマップが完成。マップについては、役場、警察、消防、各地区、社協で保管。

⑨地区別健康づくり教室

嬬恋村地域包括支援センターとすずらんの会との共催で毎月1

回第３金曜日に三原のいきいき交流センターで認知症カフェ

を開催。令和元年度は１1回開催　　　延べ参加者108名

村民を対象に介護技術の習得・腰痛予防のための講習会を開催。

ふれあいいきい
きサロン研修会
吾妻ブロック

地
域
福
祉

R1.10.17～11.3
災害ボランティア
センター開設

10月の台風19号により台風災害としては過去最大級の甚大な被害を受け、
嬬恋村からの要請により災害ボランティアセンターを開設した。
依頼件数　53件
活動者数　村内143名、郡内77名、県内179名、県外22名　延べ421名の方
に災害ボランティアとして活動していただいた。

R1.11.4～11.30
災害ボランティア
相談窓口開設

災害ボランティアセンター閉所後は、相談の窓口を開設し継続して被災者
の方への相談支援を行う。傾聴ボランティアのみなさんは被災者を宅訪
問。
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日　付 事　　業　　内　　容事業名

⑭買い物支援事業 ６月より買い物に行けない高齢者を対象に月1回買い物支援バス

　　買い物支援バス を運行。

　　買い物お届け隊 実施回数　10回

利用者 実利用者9名　　延べ利用者26名　

買い物お助け隊はボランティアによる買い物届け。

社協は利用者とボランティアのコーディネートを行う。

事業事績は別紙の通り　資料1

⑮共同募金運動への協力 募金運動の啓蒙･募金協力　歳末助け合い募金配分

　共同募金　529,000円　　　歳末助け合い募金　1,506,197円

①子育て支援子ども遊具・遊び場整備促進事業

①なかよしクラブの開催(長野原町社協と共催）

宿泊場所

②アトリエもく開催(長野原町社協と共催)

毎月第２土曜日に東部小学校でアート活動をする｡　・県障害者作品展出展。

参加者　（知的障害児者・保護者・ボランティア）    延べ参加者　181名

長野原町庁舎ロビーにてアトリエもく展開催　　　4月15日～5月10日

③ダンス・ダンス・ダンス(長野原町社協と共催)

④カラオケ(長野原町社協と共催)

参加者　（知的障害児者・保護者）      延べ参加者 87名

⑤身体障害者の交流事業 身体障害者福祉団体連合会と共催で開催。

⑥障がい者相談支援事業者等研修会への参加 月１回　役場で開催

⑦リフトカーの無料貸出（燃料代利用者負担） 　　 　貸出件数　45件

⑧福祉用具無料貸出（介護保険対象外） 　　   貸出件数　16件

①ひとり親家庭激励事業

6名（対象者は７名）

①生活福祉資金の受付・相談 県社協より受託 相談件数　13件 　　貸付件数 ８件

草津町社協と連携して生活支援員３名が訪問。　

  延べ　97.5時間 訪問

③生活困窮者自立促進支援事業の相談                          対象者　１名   　　   相談件数 1件

④歳末慰問事業

公民館等における子どもの遊具・用具の購入、農村公園等における遊具の整備や修繕、団体等

が管理する遊具・用具等の購入に対する補助事業。

 合宿
（バス旅行）

R1.10.26～27

　　 毎月第１土曜日に長野原町社協でカラオケを実施。　３月は中止。

（中止）

R1.9.23 場所　　長野市ホクト文化ホール　演劇鑑賞　  　参加者　 25名

障
害
福
祉

（台風のため中止）

バス旅行 場所　　　埼玉県　　いちご狩り

ボウリング 場所　　　鎌原　ハイランドパークレーン　  　　参加者　20名

R1.7.20 バーベキュー 場所　　　鎌原　木々亭　    　　　　　 　　　 参加者　43名

地
域
福
祉

②日常生活自立支援事業

R2.3.14

　　 毎月第４土曜日に東部小学校でダンス教室を開催。　西吾妻福祉病院の七夕・ｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄや各

小学校入学　0名 中学校卒業

利用者 男６名 女4名　延べ120名

生活困窮者慰問　８世帯21名　　　　災害等の対象者　38世帯　101名　

３月に小学校新入学児童・中学校卒業生徒家庭へお祝い金配布。

 研修旅行

イベントに計６回出演参加。参加者（知的障害児者・保護者・ボランティア等）延べ参加者248名

要
援
護
対
策

R1.5.18

母
子
父
子
福
祉

児
童
福
祉

長野原町社会福祉協議会と共催で知的障害者とその保護者及びボランティアの交流。

レクリエーション等の余暇活動の実施。

菅平　大東文化大学菅平セミナーハウス

大笹地区　卓球台購入　　袋倉地区　農村公園遊具設置　　鎌原地区　農村公園ブランコ設置
茶路んあしうだ　ブロック他
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日　付 事　　業　　内　　容事業名

①福祉教育推進事業の助成

村内の小中学校へ福祉教育推進事業として５万円を上限に助成。　　　

嬬恋中学校・吾妻中央高校・専門学校等の生徒受け入れ。

①一声訪問事業の実施　 電話での安否確認を実施。   対象者  37名　 95回　

②一人暮らし老人防火対策

③介護者の集い（すずらんの会と共催）

④無料配食サービス（年2回）

食改推及びボランテイアによる一人暮らし老人等に対する弁当配食。

調理を食改推、配達を地区ボランティアが担当。

10月8日・12月11日・３月は中止          　 延べ204食

①嬬恋村デイサービスセンター管理業務

②嬬恋村生活支援体制整備事業 ・生活支援コーディネーターを配置し、協議体と連携

・月1回　協議体開催 しながら、地域のニーズと既存サービスの実態把握、

・地区別懇談会開催 不足するサービスの資源開発・担い手の育成図る。

　　６月10日～７月16日 ・地区別懇談会を開催し、地域の困りごとの解決策に

　　（　村内12ケ所　） について、住民のみなさんと話し合う。

・啓発事業 ・つまごい祭り、福祉ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙで協議体についての啓発活動

③嬬恋村高齢者福祉事業

・配食サービス 事業実績は別紙の通り　資料１

・家族介護教室 介護者の集い　　参照

・介護予防啓発事業 介護予防講演会　参照

・一般高齢者介護予防事業 健康作り教室　　参照

・軽度生活援助事業 事業実績は別紙の通り　資料２

④総合相談支援事業 年間相談件数　　　　　114 件

⑤嬬恋村紙オムツ等支給事業 事業実績は別紙の通り　資料１

⑥一人暮らし老人の保養事業　　　　

台風19号により中止

場所：　万座温泉　日進館万座温泉ホテル

⑦緊急通報システムの管理運用事業 設置件数　37件

⑧身体障害者のデイサービス事業 事業実績は別紙の通り　資料３

⑨シルバー人材センター運営事業 事業実績は別紙の通り　資料５～７

① 訪問介護・予防訪問介護 事業実績は別紙の通り　資料２

② 通所介護・予防通所介護 事業実績は別紙の通り　資料３

③ 訪問入浴介護 事業実績は別紙の通り　資料４

④ 居宅介護支援 事業実績は別紙の通り　資料４

◇ 障害福祉サービス事業

① 居宅介護（ホームヘルプ）・重度訪問介護・同行援護　 事業実績は別紙の通り　資料２

② 移動支援事業 事業実績は別紙の通り　資料２

◇ 特定相談支援事業 2月より開始　利用者　3名

◇ 福祉有償運送事業

R1.12.23

受
　
　
託
　
　
事
　
　
業

老
人

(

在
宅

)

福
祉

毎年６月と３月に実施していたが、新型コロナウイルス感染防止のため３月は中止。

日常生活において通院等に係わる移動に支障をきたしている移動制約者に対し、必要な移送

サービスを提供する。　　　　　　　　　　　　　　　　 事業実績は別紙の通り　資料２

②実習生・研修生受け入れ

バス旅行 場所　蓼科高原　　　　　　　　　　　      　参加者　27名R1.6.26

広域消防嬬恋分署員と提携し老人宅同行訪問して消火器の点検、防
火指導を実施。　　　　　　　　　　　　　　　訪問者　35名

在宅寝たきり老人等介護者が一同に介して情報交換や心身のリフレッシュを図る。

R1.10.16

介
護
保
険
・
介
護
予
防
事
業

福
祉
教
育
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